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2024年11月18日  

 

各 位 

  

会 社 名 アジャイルメディア・ネットワーク株式会社 

代表者名 代表取締役社長 寺本 直樹 

 （コード番号 6573 グロース） 

問合せ先 取締役CFO   野口 敦司 

 （TEL 03-6435-7130（代表）） 

 

TEG株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社と、TEG株式会社（所在：東京都港区、代表取締役：原康雄   以下

「TEG」といいます。）との間で業務提携を行うことを決議しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１． 業務提携の理由 

当社グループは「世界中の“好き”を加速する」をビジョンに掲げて、ファンの育成や活性化を目的

とした中長期のマーケティングコミュニケーション支援を様々な企業に提供してきました。設計し運用

してきたファンコミュニティの実績は、200 ブランド以上・累計 240 万人にも及びます。 

 

TEG は、東京タワーを拠点に、映画や音楽、マンガやアニメのキャラクターなどの IP(知的財産)とファ

ンをマッチングする事業を展開する会社です。 

「RED°」（レッド）ブランドを用いて、東京タワー内のテーマパーク運営やIPコンテンツ事業などを手

掛けており、東京タワーに 2022年 4月グランドオープンした施設「RED゜TOKYO TOWER」は、最先端テクノ

ロジーを搭載した体感型ゲームから、小さなお子様でも楽しめるボードゲームまで揃えた新体験テーマパ

ークとなっています。また、オフラインの施設開発やデジタルプラットフォームの構築を、「RED°」ブラ

ンドのもとに推進しています。 

 

当社と TEGは、2024年 3月に東京タワー内の施設「K-POP Plaza Tokyo」で開催されたイベント『#potd 

#aespa in Tokyo』の開催や、テーマパーク「RED゜TOKYO TOWER」へのカプセルトイ自販機設置(株式会社

斎藤企画との共同企画。2024 年３月 18 日付「株式会社斎藤企画との業務提携に関するお知らせ」をご参

照ください)などを通じて共同で業務を推進するなかで、新たな協業の可能性を模索してまいりました。 

 

この度、両社はイベント事業における展開において業務提携することとなりました。 
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当社が得意とするファンコミュニティ運営・ファンマーケティングのノウハウを活かした各種のイベントを共同開

催し、またイベントと連動する形でカプセルトイ等の限定グッズを商品開発・販売など、さまざまな形での収益拡大

を目指します。 

なお本業務提携の遂行にあたっては、当社従業員(2024年11月14日現在22名)のうち、これまでにイベント開催やカ

プセルトイ自販機設置を担当してきた当社事業推進部に所属する従業員(同じく2名)が担当いたします。 

 

 

２． 業務提携の内容等 

TEG と当社は、本提携により、以下の事業について、それぞれのノウハウを提供し、企画・運営・販売

の多面において協業を進めてまいります。 

・ TEGの運営する東京タワー内施設におけるイベントの共同開催 

・ 上記に連動するオリジナルグッズの商品開発・販売 

なお「イベント共同開催」においては、企画については当社と TEG が共同で担当し・実際の運営・グッズ販売

などについては TEG が担当します。原価負担と収益の配分については、イベントごとに別途契約を締結いたしま

す。 

 

 

３． 業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 TEG株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区芝公園4-2-8日本電波塔ビルディング4F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 原 康雄 

（４） 事 業 内 容 テーマパークの運営、IPコンテンツ事業、オンラインショップ運営 

（５） 資 本 金 239,766千円 

（６） 設 立 年 月 日 2020年12月８日 

（７） 
上場企業と当該会社

との間の関係  

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 イベントの共同開催、カプセルトイ販売の取引が

あります。 

関 連 当 事 者 へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（注）当該会社の最近３年間の経営成績、財務状況および持株比率の記載については、相手先の意向により

非公開とさせていただきます。 

 

４． 日程 

（１）取締役会決議日 ：2024年11月18日 
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（２）契約締結日 ：2024年11月19日 

（３）事業開始日 ：2024年11月19日 

 

 

５． 今後の見通し 

本件が当社の連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。 

以上 
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